
学校等のエネルギー消費原単位の検討の進め方について

・学校の高機能化・多機能化等によるエネルギー使用量の変化の実態を把握
・学校の活動がエネルギーに与える要因を抽出し、エネルギー使用量と密接な関係をもつ値の設定方法を検討

エネルギー使用実態の把握

・学校の高機能化※１・多機能化※２が、エネルギー使用量
にどのように影響しているのか、学校のエネルギー使用割
合により分析（一部、理論値を用いてデータを補完しなが
ら整理）

※１高機能化・・・空調設備の増設、ICT機器の増設 など
※２多機能化・・・地域開放等 など

（１）エネルギー使用割合から、エネルギー使用量への影響度が大きい要因を把握
（２）その要因と密接な関係をもつ値を抽出し、エネルギー使用量との相関関係を

分析
（３）学校の実態に適したエネルギー使用量と密接な関係をもつ値を検証

エネルギー使用割合の見える化（例）

パターン 空調整備率 ICT整備率 地域開放時間

A 高い 高い 多い

B 低い 低い 少ない

② 密接な関係をもつ値が複数ある場合

パターン別
エネルギー使用割合

現状を把握するためのデータ収集（例）

エネルギー使用量と密接な関係をもつ値の検討

空調のエネルギー使用量と密接な関係をもつ値（空調面積、利用時間など）を抽出し
相関関係を分析。
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・エネルギー使用量（月別）
・空調整備率、空調面積
・ICT整備率、利用時間、ICT機器の種類
・地域開放時間、日数、場所 など

空調設備の設置やICT機器の導入などの整備状況別に学校の
データを収集 相関性のあ

る要素を見
つける

※別添「学校等におけるエネルギー変化要因例」により抽出

① 密接な関係を持つ値の算出（単一要素）
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例） 空調のエネルギー使用量が大きい場合

例） 空調とICT機器のエネルギー使用量がそれぞれ大きい場合

エネルギー使用量

A×(空調面積)＋B×(ICT機器設置面積)＋(空調、ICT機器の無い面積)

空調の有無によるエネルギー比
ICT機器の有無によるエネルギー比

＝
換算係数による
ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位

複数要素の場合の密接
な関係を持つ値

（１）エネルギー使用割合から、エネルギー使用量への影響度が大きい複数の
要因を把握

（２）各要素のエネルギー比（換算係数）を乗じて、複数要素の影響を考慮した
密接な関係をもつ値を設定

資料４

･･･

･･･

その他

その他

OA

OA

照明

照明

ＩＣＴ

ＩＣＴ

空調

空調

0 0.3 0.6 0.9 1.2 1.5

B

A



○新・増築による面積変動

○使用面積

○ICT機器の増設

○OA機器の増設

○空調機器の増設

○統廃合による学校数の変動

○老朽化による効率低下

○児童生徒数の増加

○教職員数の増加

○利用者数の増加

○気温・湿度等気象条件の影響

○地震・台風等災害の影響

エネルギー変化

高機能化

こ

多機能化

図 学校等におけるエネルギー変化要因例

（平成29年度 定期報告書の原単位悪化理由より抽出）

○運用の変化（利用時間）

○地域開放等

【参考】学校等におけるエネルギー変化要因例

面積 その他設備

時間 外的要因人

別添学校等のエネルギー消費原単位の検討の進め方について


